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boursう10,l)｡老年期には ｢老いる｣とい
うことによって他者を思いやる心情が強くなる
同情型と,他者に無関心になり,その表現のひ
とつとしての拒否型との二型がみられる｡壮年
,老年群と共にらいに対する病像は主観的,感
情的なものであった｡老年群は地域社会での交
流については柔軟性を示し,壮年群は前述した
如く歴史的に形成されたらいの病像観による拒
否的態度を明示していたといえよう
(図5)｡本調査の対象者244人中79.%は
,らい患者及びらいから治癒した人達が,らい
専門の療養所に入所 していることを知っていた
｡身体上の苦痛は医学的に治療することができる
であろう｡しかし,取り除くことの困難なもの
はらいに対しての主観的,感情的に歪曲された
認識に基づいて与えられる苦痛である｡らいの
病像把握において恐怖を強めたであろう強制的
収容隔離,また,らい予防法など一連の政策は
その時代に必要な政策であったとしても,今日に
尚,問題を残す核となっているとすれば,その
問題解決への働きかけもまた,時間をかけてなされなけれ
AgedFe
m(】leばならない｡らいを病んだが故に限
られた医療に甘んじなければならない理由は何もない5
,12)0らいを病んでいたという事実,ま
た,治療後に尚残る種々な身体的障害の故に,
らい以外の疾病についても適切な医療が受けに
くいという現状に対しては,一般社会の人々より
も,むしろ医療に従事する人々が持ち得るらい
についての正しい理解が解決のいとぐちを与える
筈である｡らいの専門分野では周知の ｢らい
は根絶で きる｣｢らいは治癒する疾病｣という
認識が他の医療分野の人々にまで浸透していな
いようである3,13)｡医療分野で働く人々からい
についての正しい理解を得,一般医療機関でら
いの患者を受け入れるようになってはじめて,
地域社会の人々にもらいについての考え方,態
度の変容を期待することができる
であろう｡今回の調査では以上の他に記述方
式で種々の意見を求めた｡その中で代表的なものを数例記
載する｡1. 病気
への不安｡･78才,女性 :らいは遺伝病と聞いており,絶
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対に結婚は避けるよう幼時から教えられてい
た｡不治の病といわれていたが後で伝染病と
わかった｡私のような高令者はこの病気に対
する恐怖心がいまだに頭の中にあります｡結
核と同じに遺伝ではなく伝染病で治癒可能で
ある事を大々的に知らせる事が必要ではない
かと思います｡
･72才,女性 :10-20才の頃,患者が利用した
電車や汽車を消毒したことを新聞で知り,莱
り合せて接触し感染しているのではと不安感
がありました｡
･48才,主婦 :最近,余り耳にすることもなく
隔離されているので安心ですが,病気の人が
近くにいては困ります｡
2. 同情的な意見｡
･70才,女性 :普,患者と接した父母から悲惨
な話を聞いて恐しいと思った｡治って社会復
帰 しても家族のもと-帰らず1人でひっそり
と生きている様子をテレビでみました｡本人
も家族も大変気の毒に思います｡
･学生,女性 :最近,らい療養所の本を読みま
したが入所している方の苦悩には,社会から
｢隔離されている｣｢見放されている｣とい
う重さが感じられた｡偏見はなかなか変らな
いと思うが,自分達から改めていかねばと思
う｡
･39才,女性 :数カ月前,小説で外国の女性,
宣教師が熊本県にらい療養所をつくったとい
う事を知りました｡患者と親しく按しても伝
染もせず長生きしてますから,らい病は清潔
にして手当をきちんとすれば社会復帰できる
のではないでしょうか｡
･72才,女性 :らい患者又は家族のために協力
してほしい,お願いします｡自分が患者であ
ればと思うと他人事でなく大変気の毒に思い
ます｡
3. 積極的な意見
･40才,主婦 :らい患者と実際に交流の経験は
ないが,感染してから発病までの期間が長い
と聞いている｡ 気味の悪い病気というだけで
偏見をもつ人が多いのは,教育の在り方に問
題があるような気がする｡
･70才,女性 :少し前,保健所で ｢-ンセン病
は治る｡一般患者として通院できる病院もあ
る｣という内容のパンフレットを見たように
思います｡皮膚病と聞いているが遺伝ではな
くとも体質が遺伝するのではないかと思って
います｡
･学生,男性 :この病気の社会復帰の問題は知
らなかった｡難しいと思うが知識の普及を図
ること,それをどう理解させ得るかが問題だ
なと考えさせられた｡
･学生,男性 :らいにしても精神病にしても地
域の偏見をなくすことは難しい｡本当のこと
を宣伝してまわるボランティア組織,池域活
動が必要であろう｡
これらの意見は調査の設問に対する回答をよく
反映している｡以上の他にらいの実情を知りた
いという意見が多数あった｡
結 語
歴史的にみると,ある社会がらいという疾病
をどのように考えていたかによって,らい対策
の基本が決定づけられてきたように思われる｡
その対策に沿って必然的に形成されたらいに対
する考え方は,今日も尚,一般社会の人々の種
々な行動を裏付る不変の影響力を及ぼしている｡
我国における80年のらい治療史の中で,ある意
味では患者は保護されてきたようにみえるかも
知れないが,一方では明らかに対策の犠牲とも
なったことは否定できないであろう｡
現在,我国のらい患者の医療の大部分はらい
専門の療養所の中で行なわれている｡そのため
らい患者のらい以外の疾病に関する治療及び健
康管理の面は決して充分ではないであろう｡ら
い以外の種々な疾病に応じて一般病院での医療
を可能にするような対策をたて実施することは,
らいを正しく理解すると共に緊急を要する大き
な課題であろう｡
本論文は制限されたいくつかの集団を対象と
したものであるから,ここで得られた結果が直
ちに一般社会-拡大されるものではないが,覗
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在の社会におけるらいに対する一般的な考え方,
態度の幾分かは正 しく反映されているとおもわ
れる｡
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